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本 紙
�点訳版��音訳�
あります｡<無料>

※ご希望の場合は
下記まで申込み――

�点訳版(点字本)�
教区報☎06･6946･3223(直通)

�06･6946･3224(直通)

�音訳(テープ・デイジー)�
山口さん☎�0798･34･4228

�教区報�原稿・
資料等の締切は
前々月末です。
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ホスピス・糖尿病内科
リハビリ・神経内科
肝臓内科・循環器内科

理事長　前田万葉 大司教
チャプレン　松本信愛 神父
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　大阪高松教区の信者の方の
みがお申込みいただけます。
　詳細は資料をお送りさせて
いただくほか、インターネッ
トでもご覧になれます。
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ウクライナやガザでの戦争が激化する中、かつて日本で

も、戦争があったこと、いまの日本政府がどのような平和

行事を行っているか、自分たちの宗教がどのように平和に

向かっているかを肌で感じてもらうためコロナ禍で休止し

ていました､中･高生ヒロシマ巡礼を再開しました。

５年ぶりの再開に、�参加者０でもしゃーないなあ､呼び

かけが大切！	と思っていましたが、申込配布翌日には参

加希望があり、今回中学１年生を中心に10人の参加者を広

島に連れて行くことができました。参加者全員、最初は親

フィールドワーク後は、ハンセン病療養所と長年関わっている沢
さわ

知
とも

恵
え

さんによる聖書研究でした。

赤ちゃんの頃から療養所に行き、はいはいで見えない境界線を軽々と越えていた沢さんは今もコロ

ナ禍などの境界線を越え、療養所の礼拝に通っておられます。翌日は浜
はま

矩
のり

子
こ

さん(同志社大学名誉

教授)による�経済と人権∼その表裏一体性を考える∼�と題しての講演で�真の経済活動は必ず

人を幸せにしなければならない。それが経済合理性に適うという意味です�と力強くお話しくださ

いました。そして�キリスト教学校に求められているものは？�との質問に�あらゆる痛みに対し

てもらい泣きすることができる人になってください。みなさまご自身が抱かれている信仰を生徒た

ちに注ぎ込んでください�と即答され､心が揺さぶられました｡その後の６つの分科会では社会の第

一線で活躍している方々のお話を聞きました。最終日は小グループでの分かち合い、派遣礼拝で終

わりました。

このセミナーを通して見えてきたもの、それはまさにこのタイトル��…にもかかわらず�喜び、

８月16日から18日、神戸の頌
しょう

栄
えい

短期大学にて開催されました。このセミナーはカトリック、プ

ロテスタント学校の教職員、キリスト者市民が集い、フィールドワーク、講演、分科会、祈りを通

して、いのちが大切にされる学校、社会の実現のために、差別や戦争と平和について学び合い、発

信することを目的とし、今年で34回目を迎えます。以下参加した方の感想です。

広島平和巡礼広島平和巡礼

活動を通して成功体験を積んだ若者は、よりよい社会を作るために行動するようになる。まさに、

理想の教育です。日本の教育にもそういう視点があれば社会は変わっていけるのではないでしょう

か。 （百合学院中学校・高等学校 北井香奈江)

����������������������������������

実行委員会から事前に送られてきた空襲に関する資料に目を通し、案内担当の方や資料館の職員

の方からの説明をお聞きして、実際に碑を巡ることで、当時の惨状について一層深く理解すること

ができました。実物の焼夷弾や※破砕爆弾の破片に触れることで、その恐ろしさと、戦争が人びと

にもたらした痛みと重みを実感し、犠牲になられた方がたのことが胸に深く刻まれ、現在も各戦地

で命を落としている市民や兵士の姿が脳裏に浮かびました。

�日中戦争期における日本軍の中国への空襲の回数が、日本が受けた空襲の約６倍に及ぶ�とい

う事実も知り、戦争の被害者としての視点だけでなく、加害者としての歴史とも向き合う必要性を

改めて痛感し、平和について考えるとき、この両面に目を向けることが求められていると思います。

今回、広島や長崎、沖縄のことだけでなく、神戸や明石、姫路といった身近な地域の被害や犠牲

についても知ることの大切さを強く感じました。生徒たちが戦争についての想像力を養い、さらに

深く学びたいという動機付けとなるのではないかと確信し、まずは２学期の授業で、姫路の手柄山

にある�太平洋戦全国戦災都市空爆死没者慰霊碑�の写真や資料を見せて戦時の状況を生徒に紹介

することから始めてみたいと思います。

最後に、戦争体験者や語り部の方が減り続ける中で、教師として、次の世代に戦争と平和の大切

さを伝え続ける存在でありたいと強く願い、また生徒たちにも、戦争と平和について学び続け、次

世代にその思いを語り継いでくれることを期待しています。�平和を求める祈り�の一節、�平和の

道具�を胸に、日常生活の中でも、憎しみのあるところに愛を生み出す人になってほしいと願いま

す。 （愛徳学園中学校・高等学校 重 愛子)
※弾体の周囲を螺旋状の輪が巻いており、炸裂時に細片となって飛散し人馬を殺傷した。

聞きつけて参加し

ました。広島のこ

とは自分なりに調

べていましたが、

今まで知らなかっ

たことを知れて、

またカトリックの

ミサを大きな聖堂

でうけたことに衝

撃を覚えました。

高校２年生 男子

に言われてしぶ

しぶ……、の様

子でしたが、３

日間という短い

中でリーダーの

声に耳を傾けて

自分なりの平和

への道を見つけ

る一歩にはなっ

たと感じました。

笑い、歩むーいのち・平和・人権�でした。このセミナーは学校関係者でなくても参加できるそう

ですぜひ来年は参加してください。最後に、大阪高松教区報ということで、一句�人権は 被昇天

に 流れ込む� （セントヨゼフ女子学園高等学校・中学校 川村直子)

����������������������������������

十数年ぶりに参加させていただきました。多くの気づきと収穫を得られた研修会でした。

フィールドワークでは、神戸の�モスク・シナゴーグ訪問�に参加。神道・仏教・キリスト教・

ユダヤ教・イスラム教……と、さまざまな宗教が一つの街に存在し、他宗教も認めていることを知

って驚きました。そして、そのことは、世界規模でもそれが可能であることを示してくれているよ

うに思います。

分科会では北欧の教育について触れ、印象的だったのは、�自分が動けば環境は変わるのだとい

うことを学校で経験している�、というお話でした。食堂で提供されるじゃがいもが固すぎる、と

思った生徒たちは学校側にやわらかくしてくれるように要望し、学校側はそれを聞き入れます。問

題だと感じていることを友人たちと討議し、何ができるかを考え、行動に移していく。そのような

全国キリスト教学校人権教育研究協議会 人権教育セミナー

◎参加者感想

被爆した中にはアメリカや韓国の人もいるということを

初めて知りました。

韓国の方々の慰霊碑を建てるのに時間がかかりアメリカ

の方々の慰霊碑については建ってすらいないというのはお

かしいと思いました。 高校２年生 男子

カトリック信者でなくても参加OKとのことを友達より

テーマ��…にもかかわらず�喜び、

笑い、歩むーいのち・平和・人権�
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信仰養成連続講座◆カテキ

ズムの第２編�キリスト教

の神秘を祝う�

日時 10/24(木)18:30〜20:00

講師 酒井俊弘補佐司教

場所 サクラ ファミリア

/YouTube配信あり

主催 使徒職養成委員会

問 ☎06-6941-9700

日本カテキスタ会主催

◆第８回 大阪カテキズムを

学ぶ会�キリスト者の祈り�

講師 髙見三明名誉大司教

(長崎大司教区）

日時 10/25(金)10:00〜11:30

場所 サクラ ファミリア

参加費 無料



◆NCK公開講座 第二バチ

カン公会議公文書を学ぶシ

リーズ９�政治と教会�

講師 髙見三明名誉大司教(長

崎教区）･中村倫明大司教

(長崎教区)･南野森
しげる

さん

(九州大学法学部教授)

日時 10/25(金)13:00〜17:30

10/26(土)10:00〜12:00

場所 サクラ ファミリア

参加費 両日参加 ￥2,000･

25日のみ￥1,500･26日のみ

￥1,000



申込・問 日本カテキスタ会

nckkate@gmail.com

☎090-8119-4494 締切 10/15

講座 本田哲郎神父◆小さ

くされた人々のための福音

日時 第３(金)10:00

場所 神戸学生青年センター

参加費 ￥1,000

主催 神戸国際支縁機構

問 岩村 ☎070-5045-7127

講 座・研 修 会

教 区 委 員 会 主 催

夙川教会

日時 10/５(土)〜10/26(土)

４回 16:30〜18:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎0798-22-1649

六甲教会

日時 2025年２/２(日)〜２/23(日)

４回 14:00〜16:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎078-851-2846

renraku@rokko-catholic.jp

※事前要問合せ(年２回)

結 婚 準 備 講 座

10月司教予定
・10/６ 姫路地区堅信式(†S)

・10/13 紀泉ブロック堅信式(†S)

・10/15〜16

管区司教会議(金沢･能登)

(†M)(†S)

・10/20 インターナショナルデー

(†M)(†S)

・10/21〜22

全国広報担当者会議(†S)

・10/28〜11/１

広報省総会(ローマ)(†M)

†Ｍ＝前田万葉大司教

†Ｓ＝酒井俊弘補佐司教

精神･発達症(障害)者自助

グループ◆オリーブの集い

守秘義務と分かち合い

いつ来てもウェルカム

当日キャンセルOK

日時 第３(日)14:00〜16:00

場所 姫里集会所

参加費 無料(12月のクリス

マス会だけ実費)

申込 吉
よし

川
かわ

まで

問 ☎Ⓕ078-583-2525

yassan.yoshikawa@nifty.com

カ障連大阪フレンドリー

◆点字部の勉強会

対象 パソコン点訳に関心

のある方、視覚障が

い者の情報共有に関

心のある方

日時 第２(火)13:30〜15:00

場所 姫里集会所(奇数月)

北須磨教会(偶数月)

申込 笠松まで

問 ☎090-5661-4324

Ⓕ072-722-0271

kasamatsu-yukisan

@iris.eonet.ne.jp

手話に興味をお持ちの方へ

◆聞こえない人も聞こえる

人もボランティア会の見学

にいらしてください

内容 聖書の学び・教区活動

の手話通訳者派遣

※手話講習会ではありません

日時 第１･３･５(水)10:00〜14:00

場所 姫里集会所

主催 教区聴覚障がい者ボ

ランティア会

問 障がい者委員会

dis@ostk.catholic.jp

マザー･テレサ共労者の集い

◆大阪梅田教会

日時 第１(土)14:00

問 高塚 ☎06-6921-0693

◆加古川教会

日時 第３(火)13:00〜14:30

問 森田 ☎079-426-5704

時
報
掲
載
記
事
の

時
報
掲
載
記
事
の

ア
イ
デ
ア
募
集

ア
イ
デ
ア
募
集

※詳細は各主催者へ直接お問い合わせください。

ヨハネ１・46

聞かせてください 神さまと出

会った時のこと〜エマオへの道

で〜◆大阪高松教区で働く司

祭･修道者ご自身の体験をきく

日時 10/21(月)18:00〜19:30

(夜の部) ･ 10/22 (火)

10:30〜12:00(昼の部)

お話 サワリムットゥ･スティフェン

神父(徳島地区･オブレート会)



コレーン神父と学ぶ聖書◆�主

日のみ言葉に生かされる�日曜

日の聖書と典礼の福音書をテー

マにして､共に学び､分かち合う

日時 10/７･11/11･12/９(月)13:

30〜15:00(９〜12月開講)



和田幹男神父◆聖書研究講

座�主のしもべ イエス�

日時 10/９(水)10:30〜12:00



和田幹男神父◆新約聖書ギ

リシア語(初級)

サクラ ファミリア主催

日時 第１･３(水)10:00〜12:00

指導 山内十束神父

参加費 ￥1,000



問 宝塚黙想の家

☎0797-84-3111

年
間
第
23
主
日
の
福
音
朗
読

は
︑
イ
エ
ス
様
の
奇
跡
の
わ
ざ

の
う
ち
の
一
つ
の
物
語
で
あ
っ

た
︒
帰
天
さ
れ
た
渡
辺
和
子
シ

ス
タ
ー
が
生
前
︑
キ
リ
ス
ト
教

は
ご
利り

益や
く

宗
教
で
は
な
い
と
言

わ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
︒

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
︑
そ
の
場
だ

け
祈
れ
ば
叶
う
と
い
う
安
易
な

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
︑
私
も
そ
れ
は
そ
う
だ
よ

ね
︑
と
思
っ
て
い
た
︒
ご
ミ
サ

の
説
教
の
中
で
︑
神
が
あ
な
た

に
起
こ
し
て
く
れ
た
奇
跡
は
何

か
︑
と
問
わ
れ
た
︒
あ
る
︒
ど

う
考
え
て
も
神
の
業
と
思
え
る

も
の
が
あ
る
︒
理
不
尽
な
現
実
︑

不
条
理
な
状
況
︑
そ
れ
ら
か
ら

実
は
さ
り
げ
な
く
救
わ
れ
て
い

る
︒
し
か
も
そ
の
場
で
は
気
づ

か
ず
後
で
考
え
た
ら
救
い
だ
と

気
づ
く
こ
と
が
あ
る
︒
そ
う
︑

あ
の
エ
マ
オ
へ
の
道
の
よ
う
に
︒

徳
島
地
区

伊
丹
隆た

か

司し

日時 10/14(月･祝)･10/28(月)

17:00〜18:30



祈りのよる◆灯りをかこみ、

ともに祈る静かな時間を

日時 毎月17日19:00〜19:30



問 サクラ ファミリア

☎06-6225-8871

f.sacra@ostk.catholic.jp

【お詫び】

７月号２面�小教区ブロック司牧

人事表�

誤)徳島地区(鳴門･徳島･阿南)担

当→正)徳島地区(鳴門･徳島･阿

南)共同

９月号６面�高山右近祭�

誤)故溝部侑→正)故溝部脩

９月号８面�来て見なさい�

誤)サムリワットゥ・スティフェ

ン神父→正)サワリムットゥ・ス

ティフェン神父

�司教予定�誤)８月→正)９月

お詫びし訂正いたします。

(広報委員会)

対象 夫婦･司祭･修道者

日時 10/12(土)〜10/14(月･祝)

場所 聖ヨハネ病院修道会

(神戸)

参加費 自由献金

申込･問 平尾 ☎078-991-5220

第10回河内キリシタン祈念

祭◆�信愛の森�にて野外ミ

サと分かち合い

日時 10/12(土)10:00受付開始

場所 大東教会で受付後、

�信愛の森�へ(雨天時は大

東教会でミサとわかちあい)

持ち物 ロザリオ・弁当

主催･問 大東教会 中川･中田

☎072-876-5434

典礼聖歌アンサンブル(TSE)

◆創立25＋２記念コンサート

日時 11/23(土･祝)

13:30開演(13:00開場)

場所 今市教会

入場料 自由献金

問 代表 神馬宏美(四日市教会)

☎090-2387-4291

hirojmb15@gmail.com

大阪JOC◆働き方や生き方

について現状から共に考える

15〜35歳までの若者の集い

日時 第２(土)14:00〜16:00

場所 大阪YCWセンター

(またはZoom)

問 レネ神父・水元

☎072-232-8063

osakaycw@gmail.com

HPhttp://www.ycw.jp/

要約筆記グループ“エッフ

ァタ！”練習会◆教区ミサ

に要約筆記(文字表示)をつ

けるボランティア

日時 第２(水)10:00〜12:00

場所 教区本部事務局

１階会議室

問 障がい者委員会

dis@ostk.catholic.jp

宝塚黙想の家

◆日帰り黙想会

日時 10/25(金)10:00〜15:30

指導 山
やま

内
うち

十
と

束
つか

神父

参加費 ￥3,500



◆祈りを深めるための聖書

の基本

黙 想 会

主

日
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